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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

第１種伝送交換主任技術者
専門的能力 交 換

第２種伝送交換主任技術者

問１ 電話用ディジタル交換機の通話路方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、通話路方式の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、同じ番号を重複使用してもよい。

(２点×４＝８点)

入線ｍ、出線ｎの通話路スイッチ網を実現する方法として、ｍ×ｎの各交差点に電子ゲート

を配置する (ア) 分割方式と、一つの交差点の素子を、複数の呼で多重使用する時分割方

式とがある。

また、加入者線を直接収容する電話用ディジタル交換機のスイッチ網は、加入者線の使用率

が (イ) ことを利用し、スイッチの素子数を減らすために、 (ウ) 段と分配段から構

成される。前者は、加入者線の使用率に応じて、トラヒックの収束を行い、分配段に対して、

一定の使用率で接続を行う。後者は、すべての加入者線とすべての中継線との間を、任意に接

続するためのものである。なお、時分割処理のための多重化・分離機能は、 (エ) 段で実

現される。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 空 間 ② 分 散 ③ 負 荷 ④ 優先度

⑤ 変動している ⑥ 誘 導 ⑦ 低 い ⑧ 機 能

⑨ 従 属 ⑩ 集 線 ⑪ 増 幅 ⑫ 高 い

⑬ 安定している ⑭ 検 出 ⑮ 独 立

(２) 次の文章は、時間スイッチについて述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したも

のを、次ページのそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 一般に、ｎ多重の時間スイッチは、ｎ×ｎの格子スイッチに相当し、音声１チャネルの標本

化された各ディジタル信号が、８ビットで符号化されているとき、多重化されるチャネル数ｎ

は次式で示される。
ＴＰ

ｎ ＝
Ｃ８Ａｔ

（凡 例）

Ｔ：音声信号の標本化周期

Ａ：スイッチアクセス回数

ｎについて述べた次の文章は、 (オ) が正しい。
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＜ ＞(オ)の解答群

① ８ kＨz で標本化を行う場合、Ｔ＝２５０ μs である。

② Ｐは、同時に交換される並列化したビット数を表す。

③ Ｐの値は、３２以下である。

④ ｔ は、通話メモリの１タイムスロット分のビット数を表す。Ｃ

(ⅱ) 時間スイッチのメモリアクセス方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 書き込み、読み出し交互方式とは、１タイムスロットの時間内に、書き込みと読み出しを

交互に行う方式であり、メモリサイクルタイムが他方式に比較して、低速でよいという利点

がある。

Ｂ 書き込み、読み出し同時方式とは、スイッチメモリを２ポートメモリとすることで、書き

込みと読み出しを同時に行う方式であり、同規模のスイッチを実現する場合、書き込み、読

み出し交互方式と比較して、メモリ規模を約半分に抑制することができる。

Ｃ 一斉シーケンシャル読み出し方式とは、書き込みを連続して行った後に、書き込みワード

分を一括して読み出す方式であり、読み出し中は書き込みができない。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用ディジタル交換機のスイッチ回路網構成等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(キ) 。

Ａ 空間スイッチは、入ハイウェイ、出ハイウエイの間に時分割ゲートを配列し、この時分割

ゲートの開閉により、多重したまま、タイムスロット単位でハイウェイ間の交換接続を行う。

Ｂ Ｔ－Ｓ－Ｔ構成のスイッチ回路の場合、通話路の入端子と出端子が決まったとき、この間

を結ぶ経路として選択できる数は、空間スイッチの時分割ゲートと同じ数だけある。

Ｃ Ｓ－Ｔ－Ｓ構成のスイッチ回路の場合、通話路の入端子と出端子が決まったとき、この間

を結ぶ経路として選択できる数は、空間スイッチに収容されるハイウェイと同じ数だけある。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

図に示すランダムライト・シーケンシャルリード制御の時間スイッチと空間スイッチから構

成される通話路の動作について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

（凡 例）

：タイムスロットtｎ

n：通話メモリ番地#

：入ハイウェイ番号n

＜ ＞(ク)の解答群

① 図中の(b)の値は、＃３である。 ② 図中の(e)の値は、Ｂである。

③ 図中の(k)の値は、＃３である。 ④ 図中の(q)の値は、Ｂである。

⑤ 図中の(s)の値は、Ａである。
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問２ ＡＴＭ交換方式に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＡＴＭ交換機の構成について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＡＴＭ交換機は、 (ア) スイッチングにより、 (イ) のＡＴＭセルをルーチングす

る機能を持っており、一般に、回線対応部、ＡＴＭセルフルーチングスイッチ及び制御部から

構成されている。

回線対応部には、伝送路と交換機間のインタフェースの処理などを行う終端部のほか、伝送

路や交換機が正常に動作しているかどうかのチェックや、セル損失や誤配の有無等の性能を監

視する (ウ) 部、セルのルーチングビットを変換する (エ) などがある。

ＡＴＭセルフルーチングスイッチでは、ＡＴＭセルのヘッダの情報をもとに、あて先の出力

伝送路にルーチングを行っている。

また、制御部では、 (エ) の制御、故障や装置の管理などを行っている。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ＦＥＣ ② ＶＢＲ ③ 可変長 ④ ＯＡＭ

⑤ ファームウェア ⑥ 冗 長 ⑦ ＨＣＶ ⑧ ペイロード

⑨ ソフトウェア ⑩ セション ⑪ ポインタ ⑫ ＵＢＲ

⑬ トランスポート ⑭ ハードウェア ⑮ ＣＢＲ ⑯ 固定長

(２) 次の文章は、ＡＴＭについて述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＡＴＭセル構成について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＡＴＭセルは、５バイトのヘッダと４８バイトの情報領域から成る。

Ｂ ＡＴＭセルヘッダ部のルーチング領域にあるバーチャルパス識別子(ＶＰＩ)のビット長は、

ＵＮＩよりＮＮＩの方が長い。

Ｃ ＡＴＭセルヘッダ部にある一般的フロー制御(ＧＦＣ)は、セルヘッダに発生するビット誤

りを検出、訂正するための領域である。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅱ) ＡＴＭネットワークにおけるパスとチャネルについて述べた次の文章は、 (カ) が正し

い。

＜ ＞(カ)の解答群

① あるバーチャルパス(ＶＰ)内に収容されるバーチャルチャネル(ＶＣ)と、別のＶＰ

に収容されるＶＣは、異なるバーチャルチャネル識別子(ＶＣＩ)を用いなければな

らない。

② 物理レイヤ内のＶＣを特定するためには、バーチャルパス識別子(ＶＰＩ)及び

ＶＣＩの両方を指定する必要がある。

③ ＶＣの束としてのＶＰを用いることにより、故障時の迂回経路への切替え等の経
う

路制御は、複雑になる。

④ ＶＰの接続、切替えを行う装置(ＶＰＨ)は、ＶＰＩとＶＣＩを用いてセルの転送

を行う。

(ⅲ) ＡＴＭアダプテーションレイヤ(ＡＡＬ)タイプ１について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(キ) 。

Ａ ＡＡＬタイプ１は、可変速度の音声、映像等のサービスを実現するプロトコルである。

Ｂ ＡＡＬタイプ１は、ソースクロックの再生を、ＡＴＭセルのヘッダ部で行っている。

Ｃ ＡＡＬタイプ１は、情報送信間隔が一定である。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) ＡＴＭネットワークのトラヒック制御について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 使用中コネクションのトラヒックに、新しいコネクションのトラヒックを加算した

ときの通信品質を推定し、その通信品質が要求条件を満足する場合に、コネクション

を受け付けるなどの制御は、コネクション受付制御といわれる。

② セルの重要性を示す優先、非優先を区別して扱う優先制御は、ペイロードタイプ(ＰＴ)

の情報に基づいて行われる。

③ ユーザ端末からのトラヒックをネットワークの入り口で監視し、申告値よりもオー

バーしたトラヒックに対して、セルを破棄するなどの制御は、使用量パラメータ制御

といわれる。

④ バースト性の高いトラヒックなど申告値よりもオーバーしたトラヒックを平準化す

る制御は、トラヒックシェーピング制御といわれる。
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問３ 電話用ディジタル交換機のソフトウェアに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、電話用ディジタル交換機のソフトウェアについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

電話用ディジタル交換機のソフトウェアは、機能拡張や維持管理を容易にするため、機能分

割や階層化、プログラム間インタフェースの論理化・ (ア) 化等が図られ、構造化されて

いる。

これらのソフトウェアには、交換処理をその緊急度に応じて速やかに処理を行う (イ)

処理、複数の呼をほぼ同時に処理する (ウ) 処理、故障発生時においても処理を中断する

ことなく運転を継続する高い (エ) 性などが要求されている。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 検 出 ② 終 了 ③ 周 期 ④ 接 続

⑤ 多 重 ⑥ 監 視 ⑦ 固 定 ⑧ 可 変

⑨ 物 理 ⑩ イベント ⑪ 信 頼 ⑫ シリアル

⑬ リアルタイム ⑭ 過負荷 ⑮ 標 準 ⑯ 情 報

(２) 次の文章は、ソフトウェアの実行管理について述べたものである。 内の(オ)、(カ)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 優先度による制御について述べた次の文章は、 (オ) が正しい。

＜ ＞(オ)の解答群

① 正確なタイミングを必要とする信号受信処理のプログラムは、クロックレベルで

制御される。

② 保守運用関係のプログラムは、クロックレベルで制御される。

③ 番号翻訳処理やサービス分析処理など、厳しい時間精度を必要とする呼処理プロ

グラムは、ベースレベルで制御される。

④ クロックレベルとベースレベルのプログラムでは、ベースレベルが優先的に起動

される。
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(ⅱ) プロセッサ間通信について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 汎用レジスタを介したプログラム間のインタフェース情報を引き継ぐ方式は、イ

ンタフェース情報が多い場合、トランザクションエリアに情報を設定する方式と比

較して、授受可能な情報量は多い。

② プロセッサ間の通信制御にプロセッサ間通信制御装置を用いる方法は、直接各プ

ロセッサが通信制御を行う方法と比較して、各プロセッサの処理能力を低下させず

に、プロセッサ間の通信制御を実現することができる。

③ プロセッサ間通信における直接通信では、相手プロセッサの中央制御部のレジス

タ内容などを直接変更する。

④ プロセッサ間通信における間接通信では、それぞれのプロセッサ内のメモリ相互

間でのデータ転送を実行する。

(３) 次の文章は、ディジタル交換機の故障処理について述べたものである。 内の(キ)、

(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 故障検出について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ プロセッサ内に故障検出タイマを設けてソフトウェアの動作監視を行い、正常時にはプロ

グラムが周期的に故障検出タイマをリセットしているが、異常が発生するとリセットが不可

能となり、故障検出タイマがオーバーフローすることで、異常を検出している。

Ｂ ハイウェイなどの故障は、システム全体に与える影響が比較的軽微であるため、その動作

状態を表示する回路を設け、割り込み解析プログラムがその状態を読みとることで、異常を

検出している。

Ｃ ソフトウェアによる故障検出には、論理矛盾の検出、データ類の異常検出などがある。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 交換動作の再開処理について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 故障が軽微なとき、故障が発生した時点に戻って処理を継続させることは、中断点再開と

いわれる。

Ｂ 内部状態のリセットが必要なとき、特定の初期状態から交換動作を再開させることは、固

定点再開といわれる。

Ｃ システム全体が完全に初期設定される再開処理では、新規の呼は受け付けないが、通話中

の呼が切断されることはない。
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＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問４ ＩＳＤＮに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＩＳＤＮのサービス概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)

に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

ＩＳＤＮが提供するテレコミュニケーションサービスは、ユーザ・網インタフェース上に定

義された幾つかの参照点及び機能群におけるサービス特性により規定される。

図は、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの参照点及び機能群を示したものであり、参照点

のＳ点は、図中に示す (ア) の端末側に規定され、レイヤ２、３を終端し、ＩＳＤＮ標準

端末(ＴＥ１)又は端末アダプタ(ＴＡ)が接続される。

ベアラサービスは、Ｓ点(又はＴ点)における端末からみたＩＳＤＮの情報転送能力を表し、

(イ) で規定されている。回線交換モードの代表的なベアラサービスである６４ kbit／s

非制限ベアラサービスでは、６４ kbit／s の情報転送能力が提供されており、Ａ／μ符号変換

機能などの音声に必要な網機能が、 (ウ) 。

テレサービスは、低位レイヤ属性、高位レイヤ属性、一般属性の各サービス属性によって記

述される。低位レイヤ属性は、ベアラサービスと同じ属性で記述され、高位レイヤの属性は、

(エ) の能力を示す。

Ｒ点 Ｓ点 Ｔ点

加入者線

ＴＥ１ (ア)

ＴＥ２ ＴＡ

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 回線終端装置 ② 提供されていない ③ レイヤ３ ④ ＴＥ２

⑤ オプションである ⑥ レイヤ１～７ ⑦ ＮＴ２ ⑧ 端末固有

⑨ レイヤ１～３ ⑩ 提供されている ⑪ レイヤ２ ⑫ ＮＴ１

⑬ レイヤ１ ⑭ 付加サービス ⑮ 必須である
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(２) 次の文章は、レイヤ２について述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適したものを、

下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) ＬＡＰＤのフレーム構成について述べた次の文章は、 (オ) が正しい。

＜ ＞(オ)の解答群

① フレームの先頭と最後尾はフラグで識別され、先頭のフラグはオール ０ に、最“ ”

後尾のフラグはオール １ に設定される。“ ”

② アドレスフィールドは、３オクテットで構成され、サービスアクセスポイント識

別子(ＳＡＰＩ)、端末終端点識別子(ＴＥＩ)、コマンドレスポンス表示(Ｃ／Ｒ)ビ

ット及び拡張(ＥＡ)ビットが含まれる。

③ Ｃ／Ｒビットは、そのフレームがコマンドかレスポンスであるかを示し、網側か

らは、常に、コマンドが設定される。

④ フレームチェックシーケンス(ＦＣＳ)フィールドは、フレームの誤り検査のため

に使用され、先頭のフラグの直後のビットから、ＦＣＳの直前のビットまでを対象

に、誤り検査を行う。

(ⅱ) ＬＡＰＤのフレーム多重について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) で

ある。

＜ ＞(カ)の解答群

① ＬＡＰＤにおいては、一つの物理インタフェース上に、同時に複数の論理リンク

を確立して、各リンクで独立した情報転送が可能である。

② 複数の論理リンクは、サービスアクセスポイント識別子(ＳＡＰＩ)及び端末終端

点識別子(ＴＥＩ)で識別される。

③ ＳＡＰＩは、Ｄチャネル上の情報が呼制御信号かパケット情報か等の識別に用い

られ、ＳＡＰＩ値が“０”のときは、呼制御信号を示す。

④ 網から複数の端末に送付されたフレームのＴＥＩ値が、各端末に割り当てられた

ＴＥＩ値と異なるときは端末で無視され、ＴＥＩ値が ０ のときは、すべての端末“ ”

がフレームを取り込む。

(ⅲ) 情報転送モードについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ポイント・ツー・マルチポイント接続で、すべての端末に情報を転送するときは、非確認

形情報転送モードが使用されるが、送出した情報に伝送エラー等が発生しても、エラー回復

処理は実行されない。

Ｂ ポイント・ツー・マルチポイント接続では、確認形情報転送モードを使用することにより、

フロー制御を行うことができる。

Ｃ ポイント・ツー・ポイント接続で、確認形情報転送モードを使用すると、フレーム再送に

よるエラー回復処理やフロー制御は実行されない。
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＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) ＴＥＩ管理手順について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ ＴＥＩの割当ては、網と端末間で行う自動割当てと、端末側で行う手動設定があるが、同

一バス上で同じＴＥＩが割り当てられる場合があり、その場合は、手動設定が優先され、自

動割当ては変更される。

Ｂ 端末は、網に通知することなくソケットから移動することができるため、ＴＥＩが解放さ

れずに無効に保留されることがある。そのため、網は、定期的にＴＥＩの使用状況を調べ、

空き状態に復帰することができる。

Ｃ 端末が、ＴＥＩの二重割当てを発見したときは、端末側から希望するＴＥＩ値を指定して、

ＴＥＩの割当て要求を行う。

＜ ＞(ク)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

問５ 通信トラヒックに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、交換線群の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も適

したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同

じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

交換線群は、入線と出線の間の接続経路の構成によって分類され、 (ア) 群は、いずれ

の入線からもすべての出線に対して接続経路が設けてあり、出線がすべて使用中のとき以外は

接続不能にならない交換線群である。一方、 (イ) 群は、空きの出線があるにもかかわら

ず、接続不能になることのある交換線群である。

交換線群の入線から呼が生起したとき、接続不能の状態に出会う呼は (ウ) 呼といわれ、

即時式では、接続を直ちに (エ) し、いったん (エ) を受けた呼はそのままいつまで

待っても接続されない方式である。一方、待時式は、呼が希望するなら接続されるまで待たせ

る方式である。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 保 留 ② 不完全線 ③ 経 路 ④ 開 放 ⑤ 生 起

⑥ 完全線 ⑦ 過 渡 ⑧ 平 衡 ⑨ 加入者線 ⑩ 拒 絶

⑪ 入線数 ⑫ 呼 損 ⑬ 閉そく ⑭ 中継線 ⑮ 出線数
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(２) 次の文章は、トラヒックについて述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適したもの

を、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 呼量について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① ある回線群に加えられた呼量は、延べ保留時間内に生起する平均呼数である。

② ある回線群で運ばれた呼量は、平均保留時間内に運ばれる平均呼数である。

③ ある回線群で運ばれた呼量は、１時間における出回線群に対する保留時間の総

和である。

④ ある回線群で運ばれた呼量は、瞬間時の同時接続呼数を測定し、同時接続呼数

の総和を、測定回数で除することにより求めることができる。

(ⅱ) トラヒック計算について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。なお、必要なときは、

ｎａ
ｎ！

アーランの損失式Ｂ＝ を使用し、四捨五入によりｎａ ａ ａ２

１＋ ＋ ＋・・・・＋
１！ ２！ ｎ！

小数第２位まで求めるものとする。ただし、ａは加えられた呼量(アーラン)、Ｂは呼損率、

ｎは出回線数である。

Ａ ある回線群に加えられた呼量が３.００アーラン、出回線数が４回線のとき、この回線群の

呼損率は０.２１である。

Ｂ ある回線群が３時間当たり１８０呼を運び、呼の平均保留時間が６００.００秒であるとき、

この回線群の運ぶ呼量は３.３３アーランである。

Ｃ ある回線群の呼損率が０.１で、運ばれた呼量を２.００アーランとするためには、次に示

す即時式完全線群負荷表から、必要最低限の出回線数を求めると、４回線となる。

即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ

０.００１ ０.０１ ０.１

ｎ

１ ０.００１０ ０.０１０１ ０.１１１１

２ ０.０４５８ ０.１５２６ ０.５９５４

３ ０.１９３８ ０.４５５５ １.２７０８

４ ０.４３９３ ０.８６９４ ２.０４５４

５ ０.７６２１ １.３６０８ ２.８８１１

６ １.１４５９ １.９０９０ ３.７５８４

７ １.５７８６ ２.５００９ ４.６６６２

８ ２.０５１３ ３.１２７６ ５.５９７１

９ ２.５５７５ ３.７８２５ ６.５４６４

１０ ３.０９２０ ４.４６１２ ７.５１０６
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＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ふくそう等について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。
．．．．

Ａ 加えられた呼が直ちに出線に接続することができない状態(例えば、出線の全ふさがりの

状態)は、ふくそうといわれる。
．．．．

Ｂ 即時式では、加えられた呼量と運ばれた呼量に関係があり、等しい場合には、ふくそうは
．．．．

起こらないが、差が大きいほどふくそうの度合いが低い。
．．．．

Ｃ 加えられた呼量と出線数が一定であるとき、出線ふさがりに出会う割合は、即時式よりも

待時式の方が大きい。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

回線能率について述べた次の文章は、 (ク) が正しい。

＜ ＞(ク)の解答群

① 呼損率を一定とすると、出回線数が大きくなるほど、回線能率は増大する。

② 出回線能率は、出回線群の回線数に対する加えられた呼量の割合である。

③ 入回線能率は、入回線群で処理できる最大呼量に対する運ばれた呼量の割合であ

る。

④ 入回線能率は、入回線群の回線数に対する運ばれた呼量の割合である。


